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バージョン ３．０１リビジョン０１ 変更内容について 

 

   

 

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当社製品に格別なるご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、当社製品「DEX Business Server Trade Gateway」（Ver.2.01-01→Ver.3.01-01） 

において、下記のような改修を行いましたのでお知らせ致します。 

敬具 

 

  概要 

 

  ［強化項目］ 

 

   以下の機能を強化しました。 

 

［システム全般］ 

 

◎ 以下の OSに対応しました。 

・Windows Server 2003 Standard x64 Edition（SP2以上） 

・Windows Server 2003 Enterprise x64 Edition（SP2以上） 

・Windows Server 2003 R2 Standard x64 Edition 

・Windows Server 2003 R2 Enterprise x64 Edition 

・Windows Server 2008 Standard x64 Edition 

・Windows Server 2008 Enterprise x64 Edition 

・Windows Server 2008 R2 Standard 

・Windows Server 2008 R2 Enterprise 

※Windows Server 2008のWindows Server Core 機能での動作には対応していません。 

 

◎ 以下のデータベースに対応しました。 

・ORACLE 11g 

・Microsoft SQL Server 2008 

 

◎ 対応ブラウザが以下のとおり変更になりました。 

・Microsoft Internet Explorer 7.0 以上 

 

◎ NACCSとの接続において、「インタラクティブ処理方式（SMTP 双方向）」に対応しました。 

 

［マニュアル関連］ 

 

◎ ユーザーズマニュアルを分冊化し、提供形態を変更しました。 

・『DEX Business Server Trade Gateway インストールガイド』（印刷物、PDFファイル） 

・『DEX Business Server Trade Gateway ユーザーズマニュアル』（PDFファイル） 

 

  ［改修項目］ 

 

   以下の問題点を修正しました。 

 

［環境設定関連］ 

 

・ ライフリポート通知設定画面で、メール受信者選択用のプルダウンリストから「--選択して下さい--」を選



 

 

択すると、"DEXBSSvrMgr.exe"のアプリケーションエラーが発生する。 

 

・ 英語 OSの場合、コーディネータで［DEX Business Server］-［通信］-［ebXML］を選択しリストビュー

を右クリックしても、［CPAの取り込み］メニューが表示されない。 

 

［ファイル転送機能関連］ 

 

・ 「接続先」のホスト名以降が 48文字以上の場合に接続できない。 

 

［保守機能関連］ 

 

・ 管理者権限のないアカウントの場合、回送履歴検索 Webの画面左下にスクリプトエラーを示すアイコンが

表示される。 

 

 

  ［その他］ 

 

   以下の仮想環境での動作を確認しています。 

 

仮想化システム ゲスト OS 32ビット 64ビット 

VMware ESXi 4.0 Windows Server 2003 Standard Edition SP2 － ○ 

Windows Server 2003 R2 Standard Edition SP2 ○ － 

Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition SP2 － ○ 

Windows Server 2008 Standard Edition ○ － 

Windows Server 2008 Enterprise Edition － ○ 

Windows Server 2008 R2 Standard Edition － ○ 

Windows Server 2008 R2 Enterprise Edition － ○ 

XenServer 5.6.0 Windows Server 2003 R2 Standard Edition SP2 ○ － 

Hyper-V 2.0 Windows Server 2003 Enterprise Edition SP2 ○ － 

○：確認済み －：対象外 

    

＜前提条件＞ 

仮想環境で利用を計画する場合、次の条件をふまえて検討してください。 

・ 仮想化システム、ゲスト OS の保守については、お客様の責任でそれぞれのメーカー様、ベンダー様とご

契約ください。 

・ ゲスト OSは、ネットワークの接続も含め正常に動作している必要があります。 

・ ゲスト OSのリソースは、ゲスト OSの必要分の他に弊社製品の H/W要件を満たす十分なリソースを割り

当ててください。 

・ 仮想環境に起因する不具合は対応できかねます。 

    

弊社で確認した仮想化システムとゲスト OS のバージョンと違うバージョンを組み合わせた場合の動作につい

ては弊社営業にご相談ください。 

 

 

以 上 

 


